




今回、当クラブでは「特別支援学級と通常学級の
交流ステーションづくり」と題しまして、小学校に
ある特別支援学級の室内外環境整備計画を提案いた
しました。

皆さま、特別支援学級と聞いてどんなイメージを
お持ちでしょうか?

特別支援学級とは、様々な知的、肢体障がいのあ
る児童に対して、困難を克服するために設置される
専門学級のことですが、通常学級とは関係がない、
特殊なイメージをお持ちではないでしょうか? 私は
小学生の時、通っていた小学校に今の特別支援学級
に似たクラスがありましたが、 やや差別的な目で見
ていた自分がいた事を思い出します。それは自分だ
けでは無かったと思いますが、 今の子どもたちにも
私と似た様なイメージを持っている子どもは少なく
ないようです。それは何故なんでしょうか? 私は市
内の特別支援学級を幾つか視察し、教室自体の魅力
と仕掛けが欠如している事に気がつきました。私は
このポイントを改善し、次のような提案をさせてい
ただきました。

支援先は越谷市立南越谷小学校です。児童数925
名のマンモス校で本年支援学級が新設されました。

越谷市では現在「いきいきと誰もが夢に向かって
輝く」を教育テーマに掲げております。テーマは素
晴らしいのですが、実際は通常学級の空き教室をあ
てがわれているだけで、閑散とした教室で通常学級
の子ども達と離れて勉強をしているだけというのが
現実です。この環境ではとても障がいを持った子ど
も達がいきいきと夢に向かっていく事は出来ないと
思います。教室自体の魅力アップと仕掛けが必要だ
と感じました。

一つ目が大きな円形のテーブルです。先生が真ん
中に入ったり、通常学級の子が訪れたり、地域の人
が訪れて一緒に輪になって勉強することも出来ます。

お互いの目を見ながら勉強をすることで一体感も生
まれるでしょう! 

二つ目が可動式の畳コーナーです。リラックスで
きるシーンをつくることで、先生や友だちとの会話
も弾むことでしょう!

三つ目が廊下につくる折りたたみベンチです。 
教室の前のベンチが出ている時は外部の人を受け入
れるサインです！このサインが通常学級の子どもた 
ちが教室に近づくチャンスにもなるはずです。

特別支援学級の周囲に存在する各組織は現在のと
ころ何となく見守っている状態です！今回の支援に
より、各組織は一層支援学級に関わる機会を増やす
ことが出来ます。我がクラブではこれを機に、学校
を訪れ、子どもたちと定期的な交流を持ちたいと考
えています。越谷東高校インターアクトクラブの学 
生たちにも協力をいただき、高校生が考える教育プ
ログラムの実践にチャレンジしたいと思っていま 
す。

近年の当クラブの奉仕活動は、ややマンネリ化し
ており、奉仕を行っている実感が弱まっている様 
に感じております。改めて身近な足元の奉仕活動を
見直す事で支援先の反応も得やすく、クラブの変化 
に繋がるものと思います。当クラブにとっては「奉
仕の原点」に立ち返る事が求められております。

10月22日に贈呈式を行って参りました。加藤会長
から西田校長先生へ贈呈盾を贈りました。西田校長
先生からは感謝の言葉と共に越谷のモデル校として
継続的に周知していくことをお約束いただきました。
地区から頂いた補助金を有効に活用し、価値ある活
動が大きく広がる様に引き続き取り組んでいきたい
と思っております。今月18日には西田校長先生から
も卓話をいただくことになっております。来週の例
会にも是非ご出席ください。
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